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	第３回農村未来塾
	「森とつなぐものづくりの魅力」
	　山形県飯豊町には、約２７，４８６ヘクタールの森林があり、日本で一番面積の広い中津川財産区等のコモンズの森林でもあります。一方で、２０２２年の豪雨災害もあり、森林保全機能や生態系の維持も重要なテーマです。
	　森の多様な資源を保全し建材等を有効に地域内外で活用していくための「森をつなぐ地域経済連携体」づくりを模索し、そのための研究・現地交流行動も進めています。
	　今回のシンポジウムは、その一環として開催し、西粟倉村での先駆的な森と町をつなぐローカル・エコノミー・ネットワークづくりや、木を有効に活用した環境建築づくりの事例を学び、飯豊町の関係者にも登壇していただき、今後の森と町をつなぐローカルで環境にも寄与するエコノミーの姿を考えていきたいと思います。
	　シンポジウム前日に、飯豊町での伝統的な建築づくりの現場研修を開催します。
	令和8年11月21日（土）-22日(日)開催
	21日：現場研修　22日：シンポジウム（オンライン配信あり）
	参加費無料
	13:20 　JR米坂線 萩生駅　集合




